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実行委員会会長あいさつ

郷土芸能、そしてそれらが披露されるお祭りやお神楽―。

一年に一度、町は賑やかになり、家々では御馳走が振舞われ、

夜は幻想的な提灯の灯りに包まれる。

日常とは違う特別な光景は子供ながらにワクワクし、

お祭りが終われば早く次のお祭りがこないかなぁと

楽しみで仕方ありませんでした。

このように郷土芸能は私の原点であり、幼いころから

当たり前のように身近な存在でありました。

しかし時代が進み、少子高齢化や時代に合った新しい生活スタイル等によって様々なモノやコトが

変化し、この郷土芸能も従来の方法では対応しきれない、持続可能とは言えない現状を目の当たり

にするようになりました。

私たちの住まう村上市・岩船郡にはこんなにも素晴らしい郷土芸能がたくさんあるのに、このまま

無くなったり縮小化していったりするのはもったいない、どうにかできないのか、そのような思い

から青年会議所として今何ができるのかを考え運動を展開してまいりました。

一つは地域内外の方々、特に若い世代へ訴えかけるために郷土芸能に携わる方々と共に出前授業を

企画し、村上中等教育学校の生徒と一緒に現状を把握して問題提起を行ない、課題解決に向けてア

イデアを考え次代に向けての意識共有をしてまいりました。

また、調査事業といたしまして地域各地の郷土芸能を調べ特設サイトにまとめ、詳細をオンライン

で誰でも見られるようにしました。

そしてメインであります郷土芸能祭ですが、新型コロナウイルスの影響によって集客や開催会場の

使用可否の見通しが不明確で困難なことから、収録に切り替え開催しました。

当初の計画からは様々な事案が大きく変更いたしましたが、それでもこの郷土芸能事業は今できる

最善を尽くし、現状に真正面から向かい合い常に考えて運動してまいりました。

生徒たちの興味津々な姿勢や真剣に今後の継承について考える様子、郷土芸能を披露される方々の

真剣な眼差しや楽しそうな笑顔を見られたこと、そして何より主管である我々いわふね青年会議所

でこの地域にお祭りを開くことができたことが最高の喜びです。そしてこの運動が少しでもそれぞ

れの郷土芸能の発展やアピール、若い世代はじめ地域の方々への意識向上の一助となっていただけ

たら幸いです。

まだまだ先の見えない状況ではございますが一刻もはやくこのコロナ禍が収束し、来年こそ各地の

お祭りやお神楽が開催され郷土芸能が披露されることを祈念しまして私からの挨拶とさせていただ

きます。

ご協力いただいたすべての皆様、誠にありがとうございました。

郷土芸能振興祭2021実行委員会

会長 吉川 仁志
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１.実施概要



1-1 背景・目的
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○開催に至る背景
私たちの故郷である村上市岩船郡地域には、先人から脈々と受け

継がれてきた郷土芸能が現在でも各所に見受けられます。当地域の
風土や歴史、暮らす人々によって育まれてきたそれらは、過去から
未来に託された大切な財産であり、当地域で暮らす私たちが誇るべ
き、引き継いでいくべき宝であると考えます。現在、少子高齢化・
人口減少により郷土芸能の後継者が減少し、保存と継承が危ぶまれ
ています。さらにコロナ禍の影響により、郷土芸能を披露する場が
奪われ、世代間の継承にも支障が出ています。当地域の宝である郷
土芸能の保存と継承を後押しするため、その魅力を若い世代含めた
多くの人に知ってもらう必要があります。

○開催の目的
当地域の魅力である様々な郷土芸能の保存と継承の一助となるた

め、主に次の3事業を行います。
第1に、郷土芸能について調査を実施し、その情報を今の時代

に即した形で情報発信します。
第2に、次代を担う若い世代を対象に郷土芸能について教室を

行い、魅力を知ってもらいます。
第3に、郷土芸能を発表・披露する場を提供し、地域内外に

情報発信を行います。
さらに、コロナ禍で失われているハレの舞台を提供して郷土芸能

の魅力・原点を再確認し、社会の閉塞感を打破して社会が快気に向
かうことを目指します。



1-2 全体概要
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○事業の概要
1 調査事業

村上市・岩船郡地域にある約100団体の各郷土芸能について
調査を行い、画像も含めてWebサイト等にまとめて公開した。

2 教室事業
郷土芸能団体有志で、村上中等教育学校の4年生に授業を行い、

地元の郷土芸能について学んでもらいました。教室当日の様子は
ダイジェスト動画にまとめ特設サイトにも掲載し公表した。

3 芸能祭事業
郷土芸能の実演を収録し、動画を配信することでその魅力を

多くの人に伝わるようにした。また、コロナ禍での取組紹介を
通じて、郷土芸能を大切さを考えてもらう動画も製作した。

○事業の実施体制
主催： 郷土芸能振興祭2021実行委員会
主管： （一社）いわふね青年会議所
共催： （公財）イヨボヤの里開発公社
後援： 村上市、村上市教育委員会
協力： 新潟県村上地域振興局

新潟県立村上中等教育学校
村上市内各郷土芸能団体
村上市内各まちづくり協議会
(一社)村上市観光協会
岩船時間 （敬称略）

本事業は下記の補助を受けて実施いたしました。
・ 令和３年度文化庁文化芸術振興費補助金

（地域文化財総合活用推進事業）
・新潟県文化芸術活動支援事業補助金
・村上市観光イベント事業補助金



1-3 事業紹介特設サイト
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郷土芸能振興祭2021事業紹介特設サイト
http://www.iwafune.ne.jp/~iwafunejc/kyodo/index.html



1-4 郷土芸能紹介特設サイト
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村上・岩船 郷土芸能紹介特設サイト
http://www.iwafune.ne.jp/~iwafunejc/kyodogeinou/index.html



1-5 郷土芸能PR動画・実演収録動画
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瀬波温泉潮太鼓

岩船大祭惣新町

大須戸能

村上七夕祭り小国町青年会

村上大祭久保多町区

大津獅子踊り

村上市郷土芸能PR動画
Road to Geinoh Festival



2.調査事業



2-1 調査事業概要と手法
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○事業概要
村上市・岩船郡地域にある約100団体（1町内を1団体として計

上）の各郷土芸能について調査を行い、サイトにまとめました。

○調査対象
調査対象は表2.1の通りで、回答があった、もしくは資料があっ

た団体をサイトにまとめました。

○調査手法
調査にあたっては事業を紹介するチラシ（図2.2）と、教室事

業・芸能祭事業の確認も兼ねた調査票（図2.3）を配布し、調査を
行いました。各郷土芸能のある地区の区長様もしくは郷土芸能に詳
しい方にお話を伺いました。また、コロナ禍での事業であったため、
調査で訪問する際の手順や対策をまとめ、それに基づいて調査を行
うようにしました。（図2.4）
調査票による聞き取り調査での情報収集では十分な情報が集まら

なかったため、文献による追加調査も行いました。
さらに、写真等の画像が不足していたため、村上市内の各まちづ

くり協議会様、岩船時間様などに画像提供で多大なるご協力をいた
だきました。

○調査結果のまとめと公表
調査事業の結果は1.4項でも紹介した郷土芸能紹介サイトに掲載

しました。また、村上市観光協会様等のサイトにリンクを貼っても
らい、一般の方もアクセスしやすくする予定です。



2-1 調査事業概要と手法
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名称
地区

大区分 小区分
大須戸能 朝日 大須戸
大場沢獅子舞 朝日 大場沢
オサトサマ 朝日 塩野町
金屋獅子踊り 荒川 金屋
大津獅子踊り 荒川 大津
上下鍜冶屋獅子踊り 荒川 上下鍜冶屋
坂町獅子踊り 荒川 坂町
荒島神楽 荒川 荒島
切田神楽 荒川 切田
佐々木神楽獅子 荒川 佐々木
牛屋獅子舞 神林 牛屋
北新保大神楽 神林 北新保
松沢神楽獅子舞 神林 松沢
福田獅子踊り 神林 福田
塩竃神社秋季大祭 神林 塩谷
宿田神楽 神林 宿田
下助渕剣舞・獅子舞 神林 下助渕
山田獅子舞 神林 山田
小岩内獅子舞 神林 小岩内
南田中剣の舞・獅子舞 神林 南田中
川部大神楽 神林 川部
南大平鳥刺舞 神林 南大平
越沢獅子舞 山北 越沢
大毎獅子舞 山北 大毎
温出獅子舞 山北 温出
寒川獅子舞 山北 寒川
浜新保獅子舞 山北 浜新保
山北地区の神楽 山北
日本国太鼓 山北
府屋獅子舞 山北 府屋
筥堅八幡宮例大祭 山北 勝木
岩船大祭 村上 岸見寺
〃 村上 地蔵町
〃 村上 上大町
〃 村上 上町
〃 村上 上浜町
〃 村上 総新町
〃 村上 下大町
〃 村上 下浜町
〃 村上 横新町
岩船七夕祭り 村上 岩船
瀬波温泉潮太鼓 村上 瀬波
瀬波温泉コンコン祭り 村上 瀬波
瀬波大祭 村上 瀬波浜町
〃 村上 瀬波中町
〃 村上 瀬波新田町
〃 村上 瀬波上町
〃 村上 学校町

名称
地区

大区分 小区分
村上駅前ばらはちかん 村上 田端町
村上大祭 村上 大町
〃 村上 久保多町
〃 村上 細工町
〃 村上 鍛冶町
〃 村上 寺町
〃 村上 大工町
〃 村上 細工町
〃 村上 小町
〃 村上 塩町
〃 村上 上町
〃 村上 安良町
〃 村上 小国町
〃 村上 肴町
〃 村上 長井町
〃 村上 羽黒町
〃 村上 庄内町
〃 村上 片町
〃 村上 上片町
〃 村上 加賀町
〃 村上 泉町
村上七夕祭り 村上 久保多町
〃 村上 大町
〃 村上 寺町
〃 村上 大工町
〃 村上 小国町
〃 村上 安良町
〃 村上 小町
〃 村上 塩町
〃 村上 上町
〃 村上 細工町
〃 村上 安良町
〃 村上 鍛冶町
〃 村上 肴町
〃 村上 長井町
〃 村上 羽黒町
〃 村上 庄内町
〃 村上 片町
〃 村上 上片町
〃 村上 加賀町
〃 村上 泉町

表2.1 調査対象団体



2-1 調査事業概要と手法
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図2.2 事業紹介チラシ

表面 裏面



2-1 調査事業概要と手法
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図2.3 郷土芸能調査票

表面 裏面



2-1 調査事業概要と手法
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図2.4 調査訪問時の手順やコロナ対策



2-2 郷土芸能紹介サイト 抜粋
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郷土芸能紹介サイトの一例として、村上大祭のページの抜粋を以
下に示します。

村上・岩船 郷土芸能紹介特設サイト
http://www.iwafune.ne.jp/~iwafunejc/kyodogeinou/index.html

村上・岩船 郷土芸能紹介特設サイト＞村上大祭
http://www.iwafune.ne.jp/~iwafunejc/kyodogeinou/murakami07.html



3.教室事業



3-1 教室事業概要と手法
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○事業概要
村上市内のいくつかの郷土芸能団体と協力し、各郷土芸能につい

て紹介し、郷土芸能について考えてもらう教室を行ないました。

○実施日時
10月1日（金）6，7限 14:15～15:58
10月8日（金）6，7限 14:15～15:58

○実施場所
新潟県立村上中等教育学校 新潟県村上市学校町6-8 大体育館

○事業参加者
村上中等教育学校 4学年生徒約70名
大須戸能保存会、村上まつり保存会・久保多町区楽屋会、
金屋獅子踊り保存会、村上七夕祭り小国町青年会、
岩船大祭有志、村上市生涯学習課 竹内氏
(一社)いわふね青年会議所 （郷土芸能団体は開催日順）

○事業の流れ
7月～ 学校側と授業のねらいや内容について協議を開始
9月中 事前準備として郷土芸能紹介ポスター（図3.1①～③）を

掲示し、グループワークの班分けを実施（図3.2）。
また広報活動等のため生徒に撮影可否を確認（図3.3）。

10月1日（金） 10月8日（金）
⓪.導入「郷土芸能とは」【3分】 ⑤.グループワーク②【70分】
①.各郷土芸能団体紹介【25分】 郷土芸能の課題と解決策
②.郷土芸能実演【22分】
③.交流・質問タイム【20分】
④.グループワーク①【25分】※一部10/8に延長
郷土芸能が引継がれてきた理由

※教室で使用したスライドは図3.4、配布資料は図3.5の通り



3-1 教室事業概要と手法
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図3.1① 郷土芸能教室 参加団体紹介①



3-1 教室事業概要と手法
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図3.1② 郷土芸能教室 参加団体紹介②



3-1 教室事業概要と手法
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図3.1③ 郷土芸能教室 参加団体紹介③



3-1 教室事業概要と手法
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図3.2 班分け希望調査

図3.3 撮影同意書



3-1 教室事業概要と手法
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図3.4 授業当日のスライド①



3-1 教室事業概要と手法
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図3.4 授業当日のスライド②



3-1 教室事業概要と手法
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図3.4 授業当日のスライド③



3-1 教室事業概要と手法
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図3.5 授業当日の配布資料



3-2 当日の記録とダイジェスト動画
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図3.6① 郷土芸能紹介

図3.6② 郷土芸能実演

図3.6③ グループワーク

図3.6④ 集合写真

郷土芸能教室ダイジェスト動画
https://youtu.be/LsTwouBy4aY



3-3 生徒がまとめた成果物
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図3.7① グループワークまとめシート①



3-3 生徒がまとめた成果物
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図3.7② グループワークまとめシート②



3-3 生徒がまとめた成果物
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図3.7③ グループワークまとめシート③



3-3 生徒がまとめた成果物
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図3.7④ グループワークまとめシート④



3-3 生徒がまとめた成果物
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図3.7⑤ グループワークまとめシート⑤



3-3 生徒がまとめた成果物
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図3.7⑥ グループワークまとめシート⑥



3-3 生徒がまとめた成果物
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図3.7⑦ グループワークまとめシート⑦



3-3 生徒がまとめた成果物
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図3.7⑧ グループワークまとめシート⑧



3-3 生徒がまとめた成果物
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図3.7⑨ グループワークまとめシート⑨
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図3.7⑩ グループワークまとめシート⑩
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図3.8 グループワーク議論用ポスター 抜粋
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○アンケート概要
郷土芸能教室実施後、参加した団体や生徒にアンケート調査を実

施しました。参加団体には1団体当たりアンケート用紙を2枚、生
徒には1人1枚配布して回答してもらいました。質問項目はアン
ケート結果に記載の通りです。

○集計状況
団体： 対象者数10人 回答者数10人 回答率100％
生徒： 対象者数68人 回答者数62人 回答率91％

○アンケートの結果
・教室を受けた生徒の回答
問4～6をみると、いずれも肯定的な回答が95％以上であり、郷土芸能に対して興味が十分に

深まったとみられます。問7の回答で、郷土芸能に対して興味を持った、継承されるべきだと感
じたというような回答が多かったです。また問9をみると、様々な出身地・関係の生徒の多くが
楽しかった、よかったとそれぞれの視点で回答してくれていました。
・教室に参加した団体の回答
問3や問8から、郷土芸能に生徒が一生懸命取組んでくれることを喜ぶ声が多くありました。ま

た郷土芸能教室に関わる設問（問5～7）に対して、肯定的な答えが100％でした。
・教室の企画・運営について（生徒と団体の回答）
生徒の回答（問3）を見ると、郷土芸能の紹介や実演に比べ、グループワークの方が時間が短

く、また内容もよかったと回答する傾向が見られました。問9の記述を見ると、やはりグループ
ワークでの各団体との交流がよかったという意見が多く見られました。
団体の回答（問1）も同様の傾向が見られましたが、実演については比較的高評価でした。問2

でも肯定的な評価をもらいましたが、内容や時間割をより向上してほしいとの意見もありました。

○アンケート結果の考察
郷土芸能授業は、単に郷土芸能を紹介するだけでなく、実演披露したりグループワークしたり

して生徒・団体相互で交流できるように企画し、全4コマの日程で行ないました。
生徒の回答から、郷土芸能に興味を持ってもらうという目的は十二分に達成されたと考えられ

ます。興味を持ってもらえた最大の理由は、グループワークにあったと思われます。問7の記述
から、グループワークを通じて与えられた課題について団体の人と共に考え、当事者意識のよう
なものを共有し、交流できたことが大きな要因であったと推察されます。
団体の回答から、郷土芸能教室全般については肯定的な意見がほとんどでした。一方で時間が

足りない、教えて考えてもらうことだけでなく実践までやった方がいい等の意見もありました。
教えた団体も教えられた生徒も、教室をやってよかった、今後も同様の機会があった方がいい

という意見が非常に多くありました。郷土芸能を題材とした今回の教室のような取組の有効性と
重要性が示されたと思われます。
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問1 教室を受ける以前に、今回の教室に参加した郷土芸能のうちで
もともと知っていた郷土芸能はいくつありましたか？

生徒対象のアンケート結果①

9 18 21 8 1 4

1つ 2つ 3つ 4つ 全て知っていた 全て知らなかった

問2 今回の授業で村上市内に様々な郷土芸能が
あることがわかりましたか？

はい, 59 いいえ, 0

問3 各プログラムについて、時間の長さと内容について、下記の
表にご回答ください。 ※次項に続きます

1

2

7

8

10

13

54

46

43

48

48

47

3

10

8

1

1

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0．郷土芸能とは

1．各団体紹介

2．郷土芸能実演

3．質問タイム

4．ワーク①継承された理由

5．ワーク②課題と解決策

各プログラムの時間の長さ

短い 適当 長い
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問3 各プログラムについて、時間の長さと内容について、下記の
表にご回答ください。

生徒対象のアンケート結果②

問4 授業を聞き、各郷土芸能を見たいと思いましたか？

2

2

2

2

3

3

3

3

4

1

1

3

12

16

12

17

8

8

42

38

41

38

47

46

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0．郷土芸能とは

1．各団体紹介

2．郷土芸能実演

3．質問タイム

4．ワーク①継承された理由

5．ワーク②課題と解決策

各プログラムの内容の良さ

良くない あまり良くない まあ良い 良い

35 24 3 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

思う 少し思う あまり思わない 思わない

問5 今回の授業を聞き、郷土芸能は継承されていくべきだと感じ
ましたか。

51 10 10

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

感じた 少し感じた あまり感じなかった 感じなかった
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問6 郷土芸能教室は来年以降もやった方がいいと思いますか

生徒対象のアンケート結果③

問7 郷土芸能に対する感じ方や考え方は授業を通じて変わりました
か？変わった人はどう変わったのかを、変わらなかった人はその理
由をご記入ください。

42 17 2 1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

思う 少し思う あまり思わない 思わない

53 9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

変わった 変わらなかった

あまり身近な所にあるものだと思わなかったので、身近な所にもたくさんあるんだということを知りました。
郷土芸能はとても大切で私たちにとっても必要不可欠なものだということがわかりました。また、郷土芸能には参加し
てみなければわからない、良さや楽しさがあると知ることができました。
学習前は”自分とは関係の無いもの”と感じていたが、郷土芸能の課題や解決策を考えていくことで、私たちにもか
かわりがあると感じることができた。
改めて人が少ないこと、大変なところが知れた。
いろいろな郷土芸能の抱えている問題は似ているものがたくさんあって、私たち若者の力が必要だなと思った。
郷土芸能はやっている地域の人が後継していけばよいと思っていたが、若者の減少など多くの問題があり、いつか
なくなってしまいそうだと思いました。自分の地域の郷土芸能について調べてみたいです。
無くなってはいけないと思った。
正直どうでもいいと思っていたのがとても大切なものと思った。
この教室を通して、自分たちの地域の郷土芸能をより一層守れたらいいなと思った。
祭りをやっている人たちは、スポーツをやっている人と同じで他の町に負けたくないという考えをもってやっていること
が分かった。祭りは平和だからできることが分かった。
祭りというものは、昔はいろいろなことを願ってやっていたという感じだったが、今まで受け継がれてきたのは「ただ純
粋に祭りが好き」という理由もあるのではないかと考えた。
郷土芸能のことをよく知らなかった。様々なことをしていて驚いた。
今回教えていただいた郷土芸能は知らないものが多かったのですが、話を聞いて、現在の問題を考えていくうちに
自分達にも関係のある問題なんだなと実感できました。
郷土芸能は地域によって様々な思い入れがあり、とても大切で必要不可欠なものだと気づきました。
郷土芸能=「知る人ぞ知る少数民族文化」 ⇒「Global」
今まで知らなかった由来や、出来た理由が分かった。
あまり祭りに関わってこなかったので知る機会がありませんでしたが、関わる人の苦労などが聞けて参加したりもっ
と見てみたいと思いました。

「変わった」と回答した人の記述 ※次ページに続きます
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生徒対象のアンケート結果④

郷土芸能をあまり知らなかったので、郷土芸能をやっている方たちから直接話を聞いて受継がれるべきだと思った。
自分が思っていたよりも、ずっと深く、その地域の人たちに関わっているとわかった。
たくさんの人が触れ合い、継承されていくものだとわかりました。今はコロナがあるけれど、だからこそこのような講演
を通して郷土芸能に興味を持つ人が増えたらいいなと思いました。
大事な郷土芸能をもっと多くの人に知ってもらいたいと思った。とても良い体験ができた。
今まで知らなかったけど、楽しかったから。
地域の人がどれだけ郷土芸能を大事にしているか分かった。
それぞれの芸能に色々な歴史があって、色々な受継がれ方をされてきたのだなと思った。
芸能を守っていくべきだと思った。
地域の祭りとは熱意が違いすごいと思った。
知らないことが多かったので、なじみにくいと思っていたが、授業を通じて、なじみやすいと思えるようになった。
とても良い文化でその地域のいいアプローチの仕方だと思うので大切にしていかなければいけないと思いました。
芸能について大変なこと、継承する理由などを考えたことが無かったので、人手や後継者不足などの問題があること
や芸能を続けていくことで、地域の人や参加している人の考えなども知れて続けることに意義を持つことと楽しむこと
が大切とわかりました。
郷土芸能について深く知る機会を得ることができて、問題点について考え、もっと広まり、続いてほしいと思った。
郷土芸能は一部の人がしていると思っていたが、地域の人が参加し、地域外の人にも参加してほしいと思っているこ
とを知った。
以前は郷土芸能を具体的にどう守ればよいかわからず、ただ漠然と「郷土芸能を守るべき」と考えていたが、今回の
授業を通じてその具体策を考えることができ、より郷土芸能を守りたいという気持ちが強まった。
地域行事をあまりすごいと感じたことはなかったけれど、直接話を聞いたことで地域ごとの良さを確認できた。
私は、自分の住んでいる地区の祭りがとても大好きで、芸能教室前まで、正直「ほかの地区より、自分の住んでいる
地区の祭りが1番だ」とずっと考えていました。しかし、芸能教室で各団体の方々がお話しされているのを聞いて、「自
分の住んでいる地区の祭りを誇りに思うことは大切なことだけれど、順位なんて関係ないのではないか」と思いまし
た。神輿、能、獅子舞といったジャンルは違うかもしれないけれど、どれも昔から今日にわたって伝承されてきた大切
な「宝」なのだから。これからは、もっと視野を広げて、たくさんの祭りを見てみたいです。
郷土芸能を見る側だった私が知らなかった面を知って、感じ方が変わりました。
自分は小学生まで、お祭りに参加していましたが、中学生になってコロナウイルスの影響もあり参加することがなくな
りました。なので自分にできることを少しでもしていきたいと思いました。
もともと知らなかった郷土芸能を担当して、人数不足だったり、色々な課題が見つかって、自分の知らないことでもた
くさん考えを出すことができて、もっと広い地域の人に広がってくれればいいと思いました。
身近なものがあまりなかったので、最初はどうしたらいいのかわからなかったけど、知っていくうちにとても興味深く、
もっと知りたいと思った。

郷土芸能の人手不足などは前から知っていたし、狂言などの芸能の知識は少しあったから。
地域が違うせいで、根本的なことについてよくわからないことが多かった
村上の郷土芸能にはもともと関心があったため
守っていかなければいけないと思った。
もともと祭りに対して楽しそうなど良いイメージを持っていたので、祭りに対しての意識が深まったという感じだった。
もともとそういうものは好きだからです。
もともと郷土芸能が人手不足なことが想像がついていたから。また、郷土芸能が素晴らしい、残していくべきものだと
再確認した。
郷土芸能は地域において大切なイベントであることは理解していた。

「変わった」と回答した人の記述

「変わらなかった」と回答した人の理由
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問8 各郷土芸能団体の方にお伝えしたいこと、感想などありました
らご記入ください。

（各郷土芸能団体へ配布いたしました）

生徒対象のアンケート結果⑤

問9 教室の内容その他について、意見や感想を自由にご記入くださ
い。

村上の郷土芸能はだいたい知っていましたが、そこにどんな課題があって、何をすべきかは今まで考えたことがあり
ませんでした。でもこのような教室があったことで様々なことが知れました。そして自分も何か協力したいと思えました。
私はまずは自分の地域のお祭りにきちんと参加して、あ盛らなければいけないからやる、というだけでなく、その魅
力を理解して楽しんでやれるようになりたいです。
とてもたのしかった。
問題や、解決策がたくさんあった。
とても楽しかったです。もっと郷土芸能のことを深く知りたかったです。
とても楽しく授業を受けることができました。
ワークの時間をもっと長くしてほしい
もう少し、祭りに関わりの無い人も楽しめる授業にしてほしい。所々、置いていかれる感じがした。
グループ内で解決策など、意見は積極的に出たものの、実現するとなれば難しいことが多いように感じられた。例え
ば、誰がその策を進んで取り組むかや時間、金銭的な問題など考えるほど実現的な側面が現れた。とは言いつつも
郷土芸能は残ってほしいと願うばかりである。
私の知っている郷土芸能は「村上大祭」と「岩船大祭」くらいで、最初はとても不安だったが、それぞれが感じたことや
思ったことを共有しあい、新たな気づきがたくさんあり、この活動が楽しかった。どんどん時代は新しいものに注目し
たがるが、このような昔から続いているものことに素晴らしさが詰まっているんだなと感じた。村上市の郷土芸能の歴
史が絶えず続くことを願っている。
まちづくりや地域活性化に興味があったので楽しかったです。青年会議所の方がどんな活動をされているのか、とて
も興味がわきました。高校生が協力できることがあれば、やりたいです。
この教室を通して、村上で行われている主な郷土芸能について、詳しく知ることができ、良い経験になったなぁと思い
ました。また、地域ごとによって郷土芸能にこめられた思いや始まった由来が違っていて、とても興味深いなぁと思い
ました。郷土芸能の知名度が今よりももっと高くなり村上の良さが世界に発信されたらいいなぁと思いました！
正直、郷土芸能に関心を持ったことが無かったけど、色々な方のお話を聞いて、郷土芸能についてたくさん知れたし、
他にもどのようなものがあるのか興味を持つことができた。
実際に演奏を見ることが出来たり、その人に質問できたりでとても楽しかった。ありがとうございました。
事前に調べることをやってからお話を聞けばもっと新しい意見が出たと思う。
班の人と話し合って様々な意見が出て面白かった。実際にやるのは難しそうだけど多くの人に知ってもらえると思い
ました。
次の世代にも引き継いでいくべきだと思う。
とても楽しく、わかりやすかった。
みんなで楽しくじっくり話すことができたので良かった。
JCIの人たちの中にも祭りなどに参加している人が多く一緒に考えやすかった。面白い話がたくさん聞けて楽しかった。
進行が分単位で計画されており、事前に準備していてくれたことが伝わり、感謝の気持ちでいっぱいになった。とに
かく楽しかった。すべての人に感謝。
郷土芸能について知れてよかった。
今回郷土芸能の課題について考えたときに他の様々な問題（SDGs）などにも似たような問題を抱えていたりするので
一つの問題が解決されればほかの問題を解決するカギになると思ったのでとても勉強になりました。

※次ページに続きます
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生徒対象のアンケート結果⑥

問9 教室の内容その他について、意見や感想を自由にご記入くださ
い。
郷土芸能への関心が深まったので良かったです。グループでたくさん話ができて、とても楽しい時間が過ごせました。
実演が迫力があってすごかったです。
下の学年にもやってあげてください。
他の班にも面白い意見があっていい時間だと思いました。
こういう機会は大切だと思った。
知らなかった祭りも多かったので、たくさん知ることができてよかった。
もう少しパフォーマンスが見たかったです。
笛とか伝統なことをたくさん知れてよかったです。
村上には多くの祭りがあることを改めて知ることができてよかった。
特になし
皆さんの気持ちの熱がすごかった。
質問の仕方が良くわかりませんでした。
内容がとても楽しかった。
地域の人の目線に立って勉強することができたので、新鮮な気持ちで、楽しく活動することができた。地域の人も面
白い人がたくさんいたので楽しかった。
楽しかった。
貴重な体験でとても楽しかった。
知らない祭りもあったが、説明を聞いてよくわかった。そして、グループワークもたくさんの意見や問題や解決策など
を楽しくできてよかったです。こんなに調べたことが無かったのでとても良い時間になりました。
楽しかった
最初に郷土芸能の方のお話を聞けて、自分がグループワークで関わる郷土芸能を知れてよかった。郷土芸能を知
るという自分自身ではなかなか考えないことを知れとても面白かったです。
今回の教室を通して、村上の郷土芸能に関する様々な知識などを得ることができ、その課題と解決策についても考
えることができたので貴重な機会となりました。大変ありがとうございました。
1時間だけだったけれど、実行委員の人と直接話して、実感できてよかったです。
伝統芸能に触れれたことでもっと自分の地域の祭りに参加したいと思った。
楽しかったです。
楽しみながら学べてよかったです。
もっとやりたいと思うぐらい話が盛り上がって、自分では思いつかない案も出て、とてもよかったなと思いました。
いろいろ勉強になったので、参加して良かった。

※前ページからの続きです



3-4 参加団体・生徒へのｱﾝｹｰﾄ調査と結果

45

問1 各プログラムについて、時間の長さと内容について、下記の
表にご回答ください。

団体対象のアンケート結果①

1

2

0

2

6

6

8

2

7

8

4

4

1

6

3

0

0

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0．郷土芸能とは

1．各団体紹介

2．郷土芸能実演

3．質問タイム
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問2 授業の運営はいかがでしたか。コメントもあればお願いします

団体対象のアンケート結果②

問3 生徒たちの授業に取り組む姿勢はいかがでしたか。
コメントもあればお願いします。

4 6 00

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

良かった まあ良かった あまり良くなかった 良くなかった

選択肢 記述内容

良かった 初めての企画ではあったが、良く練られた運営だった。

良かった 初めてだったと思うが、細かい部分まで準備され、良く動いていた。ご苦労様。お疲れ様でした。

まあ良かった生徒の意見を活性化できるように運営にも入っていただければもっと良くなるのではないでしょうか。

まあ良かったせっかくなので一緒に実行するまで具体的な話をもっとしたかった

まあ良かった内容をもう少し絞り各項目の時間を長くしてほしかった

まあ良かった限られた時間内での課題定義良かったと思います

7 3 00

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

良かった まあ良かった あまり良くなかった 良くなかった

選択肢 記述内容

良かった だんだん関心が高まり意見が多く出た。

良かった 各課題に各自の意見を出し合いリーダーがうまく意見を集約していました。

良かった 生徒の意見活発でした。

良かった 素晴らしい生徒たちです！

良かった
まったく関係の無い地域の子や町内の子なのにすごく真剣に、そして積極的に取り組んでくれて嬉し
かったです。

良かった グループ全体でのまとまりがあり、グループワークが捗った。

良かった 子供たちのアイディアに驚いた。

まあ良かった
各郷土芸能に対して、事前に内容を学習したうえで、抱いた疑問などを持って参加すればよかったと思
う。当日考えていたようにも見えた。
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問5 授業に参加してみていかがでしたか。

団体対象のアンケート結果③

問6 郷土芸能教室は来年以降もやった方がいいと思いますか。

6 4 00

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

良かった まあ良かった あまり良くなかった 良くなかった

6 4 00

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

思う 少し思う あまり思わない 思わない

問7 来年も郷土芸能教室を行なう場合、参加したいと思いますか。

6 4 00

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

思う 少し思う あまり思わない 思わない

問4 教えることを通じて、郷土芸能を継承していこうという意欲は
強まりましたか。

3 4 0 3 0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

強まった 少し強まった あまり変わらない 変わらない 弱まった
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団体対象のアンケート結果④

問8 授業全般を通じて、ご意見やご感想ありましたらご記入くだ
さい。

青年会議所のスタッフも多く参加していて、協力的で大変良かった。高校生でも郷土芸能に関心があるんだ
なぁと驚いた。できれば「大須戸能」教室30～40分紹介できれば興味が増すのではないか。

生徒皆さんの授業を受ける態度に好感を持ちました。

授業を作るのは難しいものです。それにチャレンジしたことに敬意を表します。少しでも役に立てばと思い参
加させてもらいました。そこで感じたことは、
・学校がこの授業で狙ったことは何なのか、が良くわかりませんでした。そのねらい達成のためゲストとして
主催や郷土芸能関係者が生きた教材となることが求められると考えます。それができたのかなあ?と思いま
す。
・この2日間までに学校は生徒にどのような活動（学習）に取組ませてきたのかを知りたかったです。
とはいえ、楽しく活動させてもらいました。ありがとうございました。
各項で少しずつ時間が長くなってしまうので、運営側でのタイムキーパーと意見の活性化ができればと思い
ました。

問2でも書きましたが、実際に学生と一緒に実行できることをやる！まで行なえれば最高です（いつか）

やはり、各項目への時間配分、各課題のわかりやすさを改善したほうがいいと思いました。生徒たちはもの
すごくやる気があって、積極的に質問をしてくれてよかったです。
問6はJCと学校で決めること。私たちはボランティア。課題→解決策→実行しないと何も変わらない。若者に
は考える力より実行力を。

子どもの熱心な取り組みに感心させられた。題材そのものが良かったと思う。

問9 いわふね青年会議所では、地域振興や青少年育成等のために
様々な活動を行なっております。来年以降に当会に取組んでもらい
たい活動がありましたらご記入ください。

今後も地域や青少年育成のために頑張ってください。

今回出された生徒のアイデアを実現させてほしいと思います。会員の熱い思い実感し、頼もしく感じました。
ありがとうございました。

空き家活用（金屋始まってます）

青年会議所にエールを送りたいです。お疲れ様でした。
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○事業概要
村上市内のいくつかの郷土芸能団体と協力し、各郷土芸能の収録

を行ない、様々な人に見てもらうため収録動画を配信しました。
（図4.1 郷土芸能祭収録会の案内）また、それらの動画や本年の
事業を多くの方に見てもらうため、郷土芸能をPRする動画を制作
し配信しました。

○実施日時
収録会 10月23日（土）14:00～17:00（会場13:30）
PR動画撮影会 10月23日（土）～25日（月）

○実施場所
村上市民ふれあいセンター 新潟県村上市岩船3270
村上市内各所 ※PR動画撮影会にて

○収録会出演者・参加者
瀬波温泉潮太鼓、大須戸能保存会、大津獅子保存会
村上七夕祭り 小国町青年会、村上大祭 久保多町区
岩船大祭 惣新町 （出演順。敬称略）
村上市民ふれあいセンター職員
(一社)いわふね青年会議所

○制作した動画の配信
各団体の実演を収録した動画は、インタビュー動画と合わせて

Youtubeに配信しました。また、各団体で練習や広報にかつよう
してもらうべく、DVDに高画質版を入れてお渡しました。
また、それらの動画や、調査・教室・芸能祭事業をより多くの方

に知っていただくため、郷土芸能PR動画を制作し、こちらも
Youtubeにて配信しました。
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図4.1 郷土芸能祭収録会の案内

表面 裏面
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実演：久保多町区 会場受付

集合写真

制作した動画はYoutubeで配信しています。
本報告書8ページのQRコードからご覧いただけます。
もしくは郷土芸能振興祭2021事業紹介
特設サイトにリンクがありますので、
ご覧ください。
事業紹介特設サイトQRコード→
http://www.iwafune.ne.jp/~iwafunejc/kyodo/index.html

実演：大須戸能

実演：小国町青年会
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○広報概要
本事業の主目的である、郷土芸能の保存と継承の一助となるとい

う目的達成のためには、より多くの人に見て知ってもらうことが重
要です。新聞やチラシ等の紙媒体はもちろん、SNSも活用して広
報活動を行ないました。また、芸能祭事業に関しては事業企画途中
で集客主体から収録主体へシフトしたので、その広報もSNSを通
じてタイムリーに行ないました。

○広報媒体
新潟日報、村上新聞、岩船新聞、村上市報、チラシ（学校配布）
Facebook、Instagram、Twitter

○広報掲載実績（新聞等紙媒体）

※実際の記事等はP55～57の通り

掲載日 広報媒体 内容

5月23日 村上新聞 郷土芸能振興祭2021の紹介

9月15日 村上市報 郷土芸能振興祭2021の紹介

10月12日 新潟日報 郷土芸能教室1日目

10月15日 チラシ 各学校へ収録会案内配布

10月17日 村上新聞 郷土芸能教室1，2日目

12月1日 村上市報 郷土芸能振興祭2021の報告
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○広報掲載日（SNS媒体）
ほぼ同様の内容を、Facebook、Instagram、Twitterそれぞれで
配信。

日付 投稿内容

6月30日 郷土芸能振興祭2021の紹介。6月度実行委員会報告。

7月15日 郷土芸能祭まで100日！

7月30日 7月度実行委員会報告。芸能祭まで85日！

8月14日 事業紹介特設サイト公開。芸能祭まで70日！

8月27日 8月度実行委員会報告。芸能祭開催形式変更可能性示唆

9月4日 芸能祭まで50日！

9月18日 芸能祭を集客主体から収録主体へ変更報告。

9月24日 郷土芸能教室実施1週間前告知。

10月5日 9月度実行委員会報告。

10月12日 郷土芸能教室（10/1，10/8）実施報告

10月16日 郷土芸能祭収録会実施1週間前

10月30日 郷土芸能祭収録会実施報告

11月16日 郷土芸能教室ダイジェスト動画公開告知

12月18日 郷土芸能祭動画公開告知。事業完了報告。
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※

5/23村上新聞様

9/15村上市報
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※

10/12新潟日報
郷土芸能教室1日目

10/17村上新聞
郷土芸能教室1、2日目
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12/1村上市報


